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は
じ
め
に

村
上
天
皇
の
第
三
皇
子
致
平
親
王
は
、
天
暦
五
年
（
九
五
一
）、
父
帝
に
よ
る

天
暦
の
治
の
最
中
に
生
ま
れ
、
長
じ
て
四
品
兵
部
卿
に
至
っ
た
が
、
天
元
四
年

（
九
八
一
）
に
三
十
一
歳
で
出
家
を
遂
げ
て
園
城
寺
に
入
り
、
以
後
、
円
融
朝
か

ら
後
朱
雀
朝
に
及
ぶ
六
十
年
を
生
き
延
び
て
、
長
久
二
年
（
一
〇
四
一
）
に
九
十

一
歳
の
高
齢
で
天
寿
を
全
う
し
た
、
平
安
時
代
史
の
中
で
も
ひ
と
き
わ
異
彩
を
放

つ
親
王
の
一
人
で
あ
る
。

致
平
親
王
に
つ
い
て
は
、
文
学
は
も
と
よ
り
、
歴
史
学
の
領
域
に
お
い
て
も
、

従
来
は
ほ
と
ん
ど
関
心
が
寄
せ
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
も
の
と
思
し
く
、『
平
安
時

代
史
事
典
』（
角
川
書
店
、
一
九
九
四
年
）
に
辛
う
じ
て
立
項
さ
れ
て
い
る
（
関

口
力
氏
執
筆
）
も
の
の
、
専
論
は
管
見
に
入
ら
な
い
。
致
平
親
王
の
一
男
で
藤
原

道
長
の
猶
子
と
な
っ
た
源
成
信
は
、「
照
中
将
」（『
今
鏡
』『
愚
管
抄
』）
と
称
さ
れ
、

ま
た
「
無
双
美
男
也
」（『
系
図
纂
要
』）
と
も
謳
わ
れ
た
美
貌
の
貴
公
子
で
、
宮

廷
の
寵
児
と
し
て
の
颯
爽
と
し
た
姿
は
『
枕
草
子
』
の
活
写
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

弱
冠
二
十
三
歳
で
の
出
家
が
『
古
事
談
』
な
ど
に
説
話
化
さ
れ
て
伝
え
ら
れ
て
も

い
る
が
、
致
平
親
王
は
そ
の
父
と
し
て
、
成
信
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
る
際
に
わ
ず

か
に
言
及
さ
れ
る
程
度
で
あ
る
。
そ
の
最
大
の
原
因
は
、
九
十
一
年
の
長
き
に
わ

た
る
生
涯
に
比
し
て
、
致
平
親
王
の
事
跡
を
伝
え
る
史
料
が
あ
ま
り
に
も
乏
少
な

こ
と
に
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

一
例
と
し
て
和
歌
に
つ
い
て
見
れ
ば
、
致
平
親
王
は
『
新
古
今
集
』『
続
後
拾

遺
集
』
に
各
一
首
ず
つ
が
入
集
し
て
お
り
、
そ
の
点
で
は
い
ち
お
う
勅
撰
歌
人
と

呼
び
う
る
存
在
で
は
あ
る
が
、
現
在
知
ら
れ
る
致
平
親
王
の
歌
は
こ
の
二
首
の
み

で
あ
る
。
後
述
の
よ
う
に
、『
続
古
今
集
』
に
同
母
弟
昭
平
親
王
の
作
と
し
て
入

集
し
て
い
る
一
首
は
、
実
は
致
平
親
王
の
歌
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
が
、
そ
れ
を

加
え
て
も
わ
ず
か
三
首
に
過
ぎ
ず
、
致
平
親
王
を
歌
人
と
称
す
る
こ
と
は
や
は
り

た
め
ら
わ
れ
る
。『
和
歌
文
学
大
辞
典
』（
明
治
書
院
、
一
九
六
二
年
）『
和
歌
大

辞
典
』（
明
治
書
院
、
一
九
八
六
年
）
を
は
じ
め
、
最
新
の
『
和
歌
文
学
大
辞
典
』

（
古
典
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
、
二
〇
一
三
年
）
に
お
い
て
も
、
致
平
親
王
の
項
は
立
て

ら
れ
て
い
な
い
。

し
か
し
、『
新
編
国
歌
大
観
』『
新
編
私
家
集
大
成
』
の
語
彙
検
索
に
よ
っ
て
さ

ま
ざ
ま
な
歌
集
の
詞
書
等
を
仔
細
に
検
し
て
ゆ
く
と
、
そ
こ
に
は
致
平
親
王
の
名

を
意
外
な
ほ
ど
多
く
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
致
平
親
王
と
歌
人
た
ち

と
の
交
流
が
最
も
盛
ん
で
あ
り
、
そ
の
周
辺
で
の
作
歌
活
動
も
活
発
で
あ
っ
た
の
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は
、
元
服
か
ら
出
家
に
至
る
ま
で
の
青
年
期
で
あ
る
が
、
和
歌
と
の
関
わ
り
は
ほ

ぼ
生
涯
を
通
じ
て
確
認
さ
れ
る
。
交
流
の
あ
っ
た
歌
人
も
、
藤
原
元
真
・
清
原
元

輔
・
藤
原
相
如
ら
の
中
流
官
人
層
か
ら
、
藤
原
義
孝
・
斎
宮
女
御
徽
子
女
王
・
大

斎
院
選
子
内
親
王
ら
の
貴
顕
ま
で
、
階
層
的
に
も
世
代
的
に
も
き
わ
め
て
広
範
に

わ
た
っ
て
い
る
。
本
人
の
歌
こ
そ
ほ
と
ん
ど
残
さ
れ
て
は
い
な
い
も
の
の
、
当
時

の
歌
壇
に
お
け
る
致
平
親
王
の
存
在
感
に
は
、
等
閑
視
す
べ
か
ら
ざ
る
も
の
が

あ
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

ま
こ
と
に
さ
さ
や
か
な
試
み
で
は
あ
る
が
、
叙
上
の
よ
う
な
致
平
親
王
と
和
歌

と
の
関
わ
り
の
全
体
像
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
村
上
朝
か
ら
後
一
条
朝
に
至

る
摂
関
期
和
歌
史
の
一
隅
に
光
を
当
て
る
と
と
も
に
、
当
該
期
に
お
け
る
親
王
の

文
学
活
動
へ
の
関
与
の
あ
り
方
を
考
え
る
上
で
も
、
示
唆
的
な
一
助
と
な
り
う
る

も
の
と
思
わ
れ
る
。
本
稿
で
は
そ
の
た
め
の
基
礎
的
な
作
業
と
し
て
、
致
平
親
王

の
事
跡
を
可
能
な
限
り
網
羅
し
た
年
譜
を
作
成
し
、
そ
の
生
涯
を
詳
ら
か
に
す
る

と
と
も
に
、
関
連
す
る
和
歌
資
料
の
集
成
を
も
試
み
た
。

前
述
の
よ
う
に
、
致
平
親
王
に
関
す
る
史
料
は
少
な
く
、
信
憑
性
に
や
や
疑
問

の
残
る
後
代
の
文
献
に
依
拠
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
と
こ
ろ
も
少
な
く
な
い
。
ま

た
、『
大
日
本
史
料
』
が
未
刊
の
長
元
四
年
（
一
〇
三
一
）
七
月
以
降
を
中
心
に
、

史
料
の
見
落
と
し
や
誤
読
な
ど
も
多
々
あ
ろ
う
か
と
懸
念
さ
れ
る
。
今
後
の
補
訂

を
期
し
つ
つ
、
現
時
点
で
の
調
査
結
果
を
若
干
の
私
見
を
交
え
て
公
表
し
、
大
方

の
ご
批
正
と
ご
教
示
と
を
乞
う
次
第
で
あ
る
。

【
例
言
】

一
、
致
平
親
王
の
事
跡
に
関
す
る
事
項
を
編
年
に
記
す
。
致
平
親
王
の
家
族
及
び

関
係
者
の
動
静
な
ど
の
関
連
事
項
に
つ
い
て
も
必
要
に
応
じ
て
記
し
た
が
、
そ

の
他
の
一
般
的
な
歴
史
的
・
社
会
的
事
象
は
原
則
と
し
て
省
略
し
た
。

一
、
人
物
の
生
年
は
典
拠
か
ら
逆
算
し
、
官
位
そ
の
他
の
肩
書
は
当
該
時
点
の
も

の
に
よ
っ
た
。
死
亡
記
事
の
（ 

）
内
の
ア
ラ
ビ
ア
数
字
は
享
年
で
あ
る
。
享

年
の
記
載
が
な
い
人
物
は
生
年
不
詳
。

一
、
年
時
不
明
の
も
の
が
多
い
和
歌
に
関
す
る
事
跡
に
つ
い
て
は
、
年
時
の
推
定

が
あ
る
程
度
可
能
な
も
の
に
限
っ
て
記
し
た
。

一
、
補
足
・
付
記
す
べ
き
事
柄
や
若
干
の
考
察
な
ど
を
、
適
宜
▼
印
に
続
け
て
記

し
た
。

一
、
典
拠
は
左
記
の
通
り
で
あ
る
。〔 

〕
内
の
略
号
の
漢
音
に
よ
る
五
十
音
順

に
配
し
、（ 

）
内
に
依
拠
し
た
テ
キ
ス
ト
を
示
し
た
。
複
数
の
史
料
に
同
一

の
事
跡
が
見
え
る
場
合
は
、
典
拠
は
主
要
な
も
の
の
み
を
挙
げ
、
史
料
に
よ
っ

て
日
時
に
相
違
が
あ
る
場
合
は
、
最
も
信
憑
性
が
高
い
と
思
わ
れ
る
も
の
に

従
っ
た
。

〔
栄
〕『
栄
花
物
語
』（
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
）

〔
外
〕『
主
上
御
元
服
上
寿
作
法
抄
』
所
引
『
外
記
記
』（
群
書
類
従
）

〔
関
〕『
関
寺
縁
起
』（
大
日
本
仏
教
全
書
）

〔
紀
〕『
日
本
紀
略
』（
新
訂
増
補
国
史
大
系
）

〔
義
〕『
義
孝
集
』（
新
編
私
家
集
大
成
）

〔
九
〕『
九
暦
』（
大
日
本
古
記
録
）
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〔
御
〕『
御
堂
関
白
記
』（
大
日
本
古
記
録
）

〔
魚
〕『
魚
魯
愚
抄
』（
史
料
拾
遺
）

〔
系
〕『
系
図
纂
要
』（
名
著
出
版
〈
新
版
〉）

〔
権
〕『
権
記
』（
史
料
纂
集
）

〔
元
〕『
元
輔
集
』（
新
編
私
家
集
大
成
）

〔
公
〕『
公
卿
補
任
』（
新
訂
増
補
国
史
大
系
）

〔
左
〕『
左
経
記
』（
増
補
史
料
大
成
）

〔
斎
〕『
斎
宮
女
御
集
』（
新
編
私
家
集
大
成
）

〔
三
〕『
三
十
六
人
歌
仙
伝
』（
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
）

〔
寺
〕『
寺
門
伝
記
補
録
』（
三
井
寺
法
燈
記
）

〔
拾
〕『
拾
遺
和
歌
集
』（
新
編
国
歌
大
観
）

〔
春
〕『
春
記
』（
増
補
史
料
大
成
）

〔
小
〕『
小
右
記
』（
大
日
本
古
記
録
）

〔
親
〕『
親
信
卿
記
』（
陽
明
叢
書
）

〔
西
〕『
西
宮
記
』（
神
道
大
系
）

〔
蜻
〕『
蜻
蛉
日
記
』（
新
日
本
古
典
文
学
大
系
）

〔
相
〕『
相
如
集
』（
新
編
私
家
集
大
成
）

〔
僧
〕『
僧
綱
補
任
』（
僧
歴
綜
覧
〈
増
訂
版
〉）

〔
続
〕『
続
古
今
和
歌
集
』（
新
編
国
歌
大
観
）

〔
体
〕『
体
源
抄
』（
日
本
古
典
全
集
）

〔
大
〕『
大
間
成
文
抄
』（
吉
田
早
苗
校
訂
『
大
間
成
文
抄
』
吉
川
弘
文
館
）

〔
中
〕『
中
古
歌
仙
三
十
六
人
伝
』（
群
書
類
従
）

〔
天
〕『
天
祚
礼
祀
職
掌
録
』（
群
書
類
従
）

〔
伝
〕『
伝
法
灌
頂
血
脈
譜
』（
園
城
寺
文
書
）

〔
百
〕『
百
錬
抄
』（
新
訂
増
補
国
史
大
系
）

〔
扶
〕『
扶
桑
略
記
』（
新
訂
増
補
国
史
大
系
）

〔
法
〕�『
法
中
伝
系
部
類
』（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
史
料
目
録
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
）

〔
本
〕『
本
朝
皇
胤
紹
運
録
』（
群
書
類
従
）

〔
遊
〕『
御
遊
抄
』（
続
群
書
類
従
）

〔
裏
〕『
大
鏡
裏
書
』（
日
本
古
典
文
学
大
系
）

一
、
致
平
親
王
に
関
連
す
る
和
歌
資
料
を
集
成
し
、【
年
譜
】
の
後
に
【
関
連
和

歌
資
料
集
成
】
と
し
て
付
載
し
た
。
致
平
親
王
の
生
涯
を
、

Ⅰ　

誕
生
か
ら
元
服
ま
で
（
天
暦
五
年
〈951

〉
～
康
保
二
年
〈965

〉）

Ⅱ　

元
服
か
ら
出
家
ま
で
（
康
保
二
年
〈965

〉
～
天
元
四
年
〈981

〉）

Ⅲ　

出
家
と
そ
の
波
紋
（
天
元
四
年
〈981

〉）

Ⅳ　

出
家
か
ら
入
寂
ま
で
（
天
元
四
年
〈981

〉
～
長
久
二
年
〈1041

〉）

　

の
四
期
に
区
分
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
期
に
詠
ま
れ
た
致
平
親
王
の
歌
、
ま
た
致

平
親
王
を
め
ぐ
っ
て
詠
ま
れ
た
歌
を
集
成
し
、
ほ
ぼ
編
年
に
配
列
し
た
も
の
で

あ
る
。
引
用
は
、
勅
撰
集
・
私
撰
集
は
『
新
編
国
歌
大
観
』
に
、
私
家
集
は
『
新

編
私
家
集
大
成
』
に
、『
栄
花
物
語
』
は
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
に
そ
れ
ぞ

れ
拠
っ
た
が
、
仮
名
に
漢
字
を
当
て
、
片
仮
名
を
平
仮
名
に
改
め
、
仮
名
遣
い

を
歴
史
的
仮
名
遣
い
に
統
一
す
る
な
ど
、
適
宜
私
に
表
記
を
改
変
し
た
。
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四

【
年
譜
】

天
暦
五
年
（951

）　

一
歳

こ
の
年
、
村
上
天
皇
の
第
三
皇
子
と
し
て
誕
生
。〔
春
扶
〕
母
は
中
納
言
藤
原

在
衡
女
の
更
衣
正
妃
（
按
察
御
息
所
）。
同
母
姉
に
第
三
皇
女
保
子
内
親
王
（
天

暦
三
年
〈949
〉
生
）
が
い
る
。〔
栄
本
〕

天
暦
六
年
（952

）　

二
歳

こ
の
年
、
真
魚
始
。
清
原
元
輔
、
賀
歌
を
詠
む
。〔
元
〕
▼
【
関
連
和
歌
資
料

集
成
】
①
参
照
。
藤
本
一
惠
［1989
］・
後
藤
祥
子
［2000

←1994

］
は
前
年
の

こ
と
と
す
る
が
、
当
時
真
魚
始
は
生
後
満
二
十
ヶ
月
目
に
行
わ
れ
る
の
が
通
例
と

さ
れ
て
い
た
（『
九
暦
』
天
暦
五
年
〈951

〉
十
月
二
十
六
日
条
）
こ
と
に
鑑
み
て
、

当
年
の
こ
と
と
推
定
し
た
。
真
魚
始
に
つ
い
て
は
、
中
村
義
雄
［1962

］
参
照
。

致
平
親
王
の
外
祖
父
藤
原
在
衡
の
室
が
清
原
高
峯
（
高
奈
と
も
）
女
で
あ
っ
た
縁

で
、
元
輔
が
在
衡
・
正
妃
父
娘
及
び
正
妃
所
生
の
皇
子
女
た
ち
に
親
昵
し
て
い
た

こ
と
に
つ
い
て
は
、
後
藤
祥
子
［2000

←1994

］
に
詳
し
い
。

天
暦
八
年
（954

）　

四
歳

こ
の
年
、
同
母
弟
昭
平
親
王
（
第
九
皇
子
）
誕
生
。〔
紀
〕

天
暦
十
年
（956

）　

六
歳

十
一
月
五
日
、
保
子
内
親
王
と
と
も
に
参
内
。〔
西
公
〕

天
徳
二
年
（958

）　

八
歳

一
月
三
日
、
東
宮
憲
平
親
王
（
冷
泉
天
皇
）・
広
平
親
王
と
と
も
に
参
覲
。〔
九

紀
〕
▼
憲
平
親
王
（
第
二
皇
子
）・
広
平
親
王
（
第
一
皇
子
）
は
と
も
に
致
平
親

王
の
異
母
兄
。

天
徳
五
年
／
応
和
元
年
（961 / 2.16

改
元
）　

十
一
歳

こ
の
年
、
母
更
衣
正
妃
、
外
祖
父
大
納
言
在
衡
の
七
十
賀
を
催
す
か
。〔
元
〕

▼
『
元
輔
集
』
の
詞
書
に
は
「
八
十
賀
」
と
あ
る
が
、
在
衡
は
七
十
九
歳
で
薨
じ

て
い
る
（
天
禄
元
年
条
参
照
）
の
で
不
審
。「
七
十
賀
」
の
書
き
誤
り
で
は
な
い

か
と
す
る
藤
本
一
惠
［1989

］
の
推
定
に
従
う
。

応
和
二
年
（962

）　

十
二
歳

七
月
九
日
、
小
弓
の
負
態
を
供
す
る
。〔
西
〕

応
和
三
年
（963

）　

十
三
歳

一
月
三
日
、
憲
平
親
王
の
東
宮
朝
覲
に
参
上
。〔
西
〕

康
保
二
年
（965

）　

十
五
歳

七
月
二
十
八
日
、
相
撲
召
合
に
際
し
、
申
日
に
よ
り
着
陣
せ
ず
、
簾
中
に
候
し

て
見
物
す
る
。〔
小
〕
▼
『
小
右
記
』
長
和
二
年
（1013

）
七
月
二
十
八
日
条
の

割
注
に
「
康
和
二
年
例
」
と
し
て
引
か
れ
て
い
る
記
事
に
よ
る
。
致
平
親
王
が
申

日
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
着
陣
し
な
か
っ
た
理
由
は
判
然
と
し
な
い
が
、
末
松
剛
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氏
の
ご
教
示
に
よ
れ
ば
、
相
撲
召
合
の
儀
式
本
来
の
都
合
に
よ
る
も
の
で
は
な

く
、
親
王
ゆ
え
の
別
格
扱
い
に
よ
っ
て
、
抽
象
的
な
理
由
な
が
ら
も
儀
式
へ
の
参

列
を
免
除
さ
れ
、
簾
中
で
の
見
物
を
許
可
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
と
い
う
。
な

お
、
当
該
記
事
で
は
「
上
野
太
守
致
平
親
王
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
上
野
太
守

任
官
は
十
月
二
十
八
日
の
元
服
以
後
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

十
月
二
十
八
日
、
清
涼
殿
に
お
い
て
元
服
。
加
冠
は
中
納
言
源
兼
明
、
理
髪
は

頭
中
将
源
延
光
。〔
紀
遊
〕

康
保
三
年
（966

）　

十
六
歳

一
月
一
日
、
小
朝
拝
に
参
上
。
こ
れ
以
前
、
上
野
太
守
に
任
じ
ら
れ
る
。〔
西
〕

▼
『
西
宮
記
』
の
同
年
十
月
七
日
の
記
事
に
は
、
異
母
弟
為
平
親
王
（
第
四
皇
子
）

が
「
上
野
太
守
親
王
」
と
し
て
見
え
て
お
り
、
致
平
親
王
は
こ
れ
以
前
に
上
総
太

守
に
遷
任
し
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
上
総
太
守
と
し
て
の
初
見
は
、
安
和
二
年

（969

）
九
月
二
十
三
日
（
同
年
条
参
照
）。

康
保
四
年
（967

）　

十
七
歳

五
月
二
十
五
日
、
父
村
上
天
皇
（
42
）、
清
涼
殿
に
お
い
て
崩
御
。〔
紀
〕

七
月
二
十
五
日
、
母
更
衣
藤
原
正
妃
卒
去
。〔
紀
〕
▼
正
妃
は
美
貌
な
が
ら
や

や
古
風
な
人
柄
で
あ
っ
た
と
さ
れ
、
常
軌
を
逸
し
た
振
る
舞
い
も
伝
え
ら
れ
て
い

る
（『
栄
花
物
語
』「
月
の
宴
」）。
長
く
村
上
天
皇
の
勘
気
を
蒙
っ
て
い
た
こ
と
も

あ
り
（『
拾
遺
集
』
雑
恋
・
一
二
五
九
・
一
二
六
〇
）、
あ
ま
り
評
判
の
芳
し
い
人

物
で
は
な
か
っ
た
ら
し
い
。
と
は
い
え
、
中
宮
安
子
の
三
男
四
女
に
次
ぐ
二
男
一

女
を
儲
け
て
い
る
こ
と
、
天
皇
と
の
細
や
か
な
贈
答
歌
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
こ
と

（『
村
上
御
集
』
九
九
～
一
〇
一
。
う
ち
九
九
・
一
〇
〇
は
『
新
勅
撰
集
』
に
入
集

〈
恋
五
・
一
〇
一
五
・
一
〇
一
六
〉）
な
ど
か
ら
見
れ
ば
、
こ
と
さ
ら
に
帝
寵
の
薄

い
薄
倖
の
妃
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
に
は
及
ば
な
い
で
あ
ろ
う
。
正
妃
に
つ
い
て
は
、

内
田
千
代
子
［1951

］・
高
橋
由
記
［2010

］
参
照
。

七
月
、
四
品
に
叙
せ
ら
れ
る
。〔
法
〕

康
保
五
年
／
安
和
元
年
（968 / 8.13

改
元
）　

十
八
歳

十
一
月
二
日
、
師
貞
親
王
（
花
山
天
皇
）
の
七
夜
の
産
養
に
際
し
、
銀
の
雉
を

造
ら
せ
、
清
原
元
輔
の
歌
を
付
け
て
贈
る
。〔
拾
〕
▼
【
関
連
和
歌
資
料
集
成
】

③
参
照
。
師
貞
親
王
は
致
平
親
王
の
甥
。『
拾
遺
集
』
の
「
贈
皇
后
宮
」
を
花
山

天
皇
の
母
藤
原
懐
子
と
す
る
小
町
谷
照
彦
［1990

］
の
推
定
に
従
う
。

安
和
二
年
（969

）　

十
九
歳

九
月
二
十
日
、
帯
剣
を
許
さ
れ
る
。〔
紀
系
〕

九
月
二
十
三
日
、
円
融
天
皇
の
即
位
式
に
お
い
て
、
左
侍
従
（
擬
侍
従
）
を
務

め
る
。
こ
れ
以
前
、
上
総
太
守
に
任
じ
ら
れ
る
。〔
天
〕
▼
円
融
天
皇
は
致
平
親

王
の
異
母
弟
（
第
五
皇
子
）。

安
和
三
年
／
天
禄
元
年
（970 / 3.25

改
元
）　

二
十
歳

五
月
八
日
、
小
治
田
（
豊
原
）
有
秋
卒
去
。
致
平
親
王
の
笙
の
師
と
い
う
。〔
体
〕

十
月
十
日
、
外
祖
父
左
大
臣
藤
原
在
衡
（
79
）
薨
去
。〔
扶
公
〕
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天
禄
二
年
（971

）　

二
十
一
歳

七
月
五
日
、
藤
原
義
孝
、
右
近
衛
少
将
に
任
じ
ら
れ
る
。〔
中
〕
こ
れ
以
後
、

天
延
二
年
（974

）
九
月
十
六
日
の
義
孝
の
死
ま
で
の
間
に
、
致
平
親
王
、
義
孝

の
名
を
騙
っ
て
そ
の
愛
人
衛
門
内
侍
（
命
婦
と
も
）
の
も
と
を
訪
れ
、
義
孝
に
恨

ま
れ
る
。〔
拾
義
〕
▼
【
関
連
和
歌
資
料
集
成
】
④
参
照
。
年
時
の
推
定
は
、
徳

植
俊
之
［1985
］
に
よ
る
。
な
お
、『
中
古
歌
仙
三
十
六
人
伝
』
は
「
左
近
少
将
」

と
す
る
が
、
こ
れ
は
「
右
近
少
将
」
の
誤
り
で
、
左
近
衛
少
将
は
義
孝
の
双
子
の

兄
挙
賢
で
あ
る
。

十
二
月
十
五
日
、
兵
部
卿
に
任
じ
ら
れ
る
。〔
法
〕

天
禄
三
年
（972

）　

二
十
二
歳

一
月
五
日
、
円
融
天
皇
の
元
服
の
儀
の
後
宴
に
列
す
る
。〔
外
〕

天
延
二
年
（974

）　

二
十
四
歳

九
月
十
六
日
、
右
近
衛
少
将
藤
原
義
孝
（
21
）
卒
去
。〔
親
蜻
〕

十
一
月
二
十
五
日
、
藤
原
相
如
、
六
位
蔵
人
と
な
る
。〔
親
〕
こ
れ
以
後
、
致

平
親
王
出
家
ま
で
の
間
の
某
年
八
月
、
致
平
・
昭
平
両
親
王
、
作
文
会
を
催
す
。

相
如
参
会
。〔
相
〕
▼
【
関
連
和
歌
資
料
集
成
】
⑦
参
照
。
年
時
の
推
定
は
、
後

藤
昭
雄
［2005

←1981

←1973

］
に
よ
る
。
福
井
迪
子
［1987

←1975

］
は
、

『
相
如
集
』
の
詞
書
に
見
え
る
「
九
の
宮
」
と
い
う
呼
称
が
そ
の
時
点
で
の
も
の

で
あ
る
と
す
れ
ば
、
昭
平
親
王
が
源
朝
臣
姓
か
ら
親
王
に
復
し
た
貞
元
二
年

（977

）
四
月
二
十
一
日
（『
日
本
紀
略
』
同
日
条
）
以
降
に
さ
ら
に
年
時
を
絞
り

込
む
こ
と
も
可
能
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

十
二
月
十
八
日
、
清
涼
殿
に
お
け
る
仁
王
経
転
読
の
結
願
に
参
列
。〔
親
〕

天
延
四
年
／
貞
元
元
年
（976 / 7.13

改
元
）　

二
十
六
歳

一
月
二
十
日
、
大
宰
帥
に
任
じ
ら
れ
る
。〔
法
〕
▼
致
平
親
王
は
出
家
ま
で
兵

部
卿
に
在
官
し
て
お
り
、
こ
の
大
宰
帥
は
兼
任
で
あ
ろ
う
。
兵
部
卿
と
大
宰
帥
を

兼
任
し
た
親
王
と
し
て
は
、
致
平
親
王
の
異
母
兄
広
平
親
王
の
例
が
あ
る
（『
日

本
紀
略
』
天
禄
二
年
〈971

〉
十
月
八
日
条
）。

貞
元
三
年
／
天
元
元
年
（978 / 11.29

改
元
）　

二
十
八
歳

十
月
十
七
日
、
致
平
親
王
の
年
給
に
よ
り
、
伴
利
主
（
利
生
と
も
）
を
丹
波
権

掾
に
任
じ
る
。〔
大
魚
〕
▼
『
魚
魯
愚
抄
』
に
は
前
年
の
貞
元
二
年
（977

）
の
任

と
し
、
丹
波
掾
と
す
る
記
載
も
見
ら
れ
る
が
、『
大
間
成
文
抄
』
に
従
う
。
年
給

に
関
す
る
記
事
は
、「
二
合
」「
名
替
」「
国
替
」「
名
国
替
」「
更
任
」
な
ど
、
年

給
制
度
の
運
用
上
の
諸
問
題
と
密
接
か
つ
複
雑
に
関
わ
っ
て
お
り
、
稿
者
の
理
解

の
及
ば
な
い
点
も
少
な
く
な
い
の
で
、
以
下
、
煩
雑
を
避
け
て
最
終
的
に
任
官
さ

れ
た
人
物
と
そ
の
官
職
の
み
を
記
す
。
年
給
制
度
及
び
そ
の
運
用
の
詳
細
に
つ
い

て
は
、
時
野
谷
滋
［1977

］
に
、
ま
た
、
親
王
給
に
つ
い
て
は
、
尾
上
陽
介
［1991

］

に
詳
し
い
。
近
年
の
年
官
に
関
す
る
論
考
と
し
て
は
、
尾
上
陽
介
［2001

］・
磐

下
徹
［2011

］
な
ど
が
あ
り
、
特
に
、
年
官
制
度
を
人
事
権
と
い
う
新
た
な
観
点

か
ら
捉
え
直
し
た
磐
下
論
文
は
注
目
さ
れ
る
。
な
お
、
補
任
の
日
付
は
『
大
間
成

文
抄
』『
魚
魯
愚
抄
』
に
は
ほ
と
ん
ど
明
記
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
多
く
は
『
大
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七

日
本
史
料
』
の
推
定
に
よ
る
。

天
元
二
年
（979

）　

二
十
九
歳

こ
の
年
、
一
男
源
成
信
（
の
ち
藤
原
道
長
猶
子
）
誕
生
。
母
は
左
大
臣
源
雅
信

女
。〔
権
栄
〕
▼
致
平
親
王
室
と
な
っ
た
雅
信
女
に
つ
い
て
は
、『
栄
花
物
語
』
に

「
左
大
臣
殿
の
外
腹
の
女
」（「
み
は
て
ぬ
ゆ
め
」）「
大
殿
の
上
の
御
異
は
ら
か
ら
」

（「
浦
々
の
別
」）
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
道
長
室
倫
子
の
異
母
姉
妹
で
あ
る
こ
と
が

知
ら
れ
る
。
致
平
親
王
は
道
長
よ
り
十
五
歳
年
長
で
あ
り
、
そ
の
室
も
倫
子
の
異

母
姉
と
見
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。『
権
記
』
長
保
三
年
（1001

）
二
月
四
日
条

は
成
信
に
つ
い
て
「
入
道
兵
部
卿
致
平
親
王
第
二
子
」
と
明
記
し
て
い
る
が
、
末

松
剛
氏
の
ご
教
示
に
よ
れ
ば
、
こ
こ
で
い
う
「
第
二
子
」
と
は
、
男
女
を
通
じ
た

二
番
目
の
子
の
意
で
あ
り
、
二
男
の
意
で
は
な
い
と
い
う
（
男
女
を
区
別
す
る
場

合
は
「
二
男
」「
二
女
」
と
記
す
が
、
異
腹
で
あ
る
こ
と
を
厳
密
に
区
別
す
る
史

料
〈
母
方
基
準
で
記
さ
れ
た
も
の
〉
で
は
こ
の
数
字
が
異
な
っ
て
く
る
由
）。『
平

安
時
代
史
事
典
』
の
「
源
成
信
」
の
項
（
関
口
力
氏
執
筆
）
も
成
信
を
一
男
と
し

て
い
る
。『
栄
花
物
語
』
が
成
信
と
一
歳
年
下
の
弟
永
円
に
つ
い
て
、「
男
宮
た
ち

二
人
お
は
し
ま
し
け
る
」（「
み
は
て
ぬ
ゆ
め
」）「
御
男
子
二
人
お
は
す
な
る
」

（「
浦
々
の
別
」）
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
見
て
も
、
成
信
が
一
男
、
永
円
が
二
男

で
あ
る
こ
と
は
動
か
な
い
で
あ
ろ
う
。
な
お
、『
本
朝
皇
胤
紹
運
録
』『
尊
卑
分
脈
』

『
系
図
纂
要
』
な
ど
は
、
致
平
親
王
の
子
と
し
て
成
信
・
永
円
の
ほ
か
に
致
信
（
従

四
位
下
右
近
衛
中
将
）
を
掲
げ
て
い
る
が
、
該
当
す
る
人
物
は
同
時
代
史
料
に
見

出
せ
ず
、
存
在
そ
の
も
の
が
疑
わ
し
い
。

天
元
三
年
（980

）　

三
十
歳

こ
の
年
、
二
男
永
円
誕
生
。〔
扶
僧
〕
母
は
源
雅
信
女
。〔
栄
伝
〕
▼
『
系
図
纂

要
』
は
成
信
の
法
名
を
永
円
と
し
て
い
る
が
、
笹
川
博
司
［2004

］・
高
橋
由
記

［2008

］
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、『
権
記
』
長
保
四
年
（1002

）
八
月
十
四
日
条
に
、

行
成
が
永
円
に
会
っ
て
成
信
の
安
否
を
尋
ね
て
い
る
記
事
が
存
す
る
こ
と
か
ら
、

両
者
は
明
ら
か
に
別
人
で
あ
る
。
天
元
二
年
条
で
述
べ
た
よ
う
に
、
永
円
は
致
平

親
王
の
二
男
と
見
る
の
が
妥
当
で
あ
り
、「
入
道
兵
部
卿
致
平
親
王
第
二
息
」
と

す
る
『
伝
法
灌
頂
血
脈
譜
』
が
正
し
い
が
、『
扶
桑
略
記
』
は
「
入
道
兵
部
卿
致

平
親
王
第
二
子
也
」
と
し
、
彰
考
館
本
『
僧
綱
補
任
』
も
「
兵
部
卿
致
平
親
王
二

子
」
と
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
第
二
子
で
一
男
の
成
信
と
、
二
男
永
円
と
の
混

同
が
す
で
に
始
ま
っ
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

天
元
四
年
（981

）　

三
十
一
歳

五
月
十
一
日
、
中
山
に
お
い
て
出
家
、
園
城
寺
に
入
る
。〔
紀
扶
〕
法
名
は
悟
円
。

権
少
僧
都
余
慶
に
師
事
し
、
阿
闍
梨
慶
祚
・
禅
耀
に
学
ぶ
。〔
寺
〕
致
平
親
王
の

出
家
に
際
し
、
清
原
元
輔
、
中
務
と
贈
答
歌
を
交
わ
し
、
保
子
内
親
王
に
歌
を
贈

る
。〔
元
〕
徽
子
女
王
、
伊
勢
か
ら
致
平
親
王
に
、
次
い
で
保
子
内
親
王
に
歌
を

贈
る
。〔
斎
〕
▼
【
関
連
和
歌
資
料
集
成
】
⑧
⑨
参
照
。
致
平
親
王
の
出
家
後
の

動
静
に
つ
い
て
は
不
明
な
点
が
多
く
、
法
名
を
悟
円
と
称
し
た
こ
と
を
は
じ
め
、

園
城
寺
内
の
明
王
院
に
住
ん
で
「
明
王
院
宮
」（『
本
朝
皇
胤
紹
運
録
』）
あ
る
い

は
「
法
三
宮
」「
明
王
院
御
室
」（『
伝
法
灌
頂
血
脈
譜
』『
法
中
伝
系
部
類
』）
な

ど
と
号
し
た
こ
と
、
円
満
院
門
跡
な
い
し
平
等
院
（
園
城
寺
の
別
院
。
宇
治
の
平
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等
院
と
は
別
物
）
門
跡
の
祖
で
あ
る
こ
と
（『
諸
門
跡
譜
』『
釈
家
官
班
記
』）
な

ど
の
所
伝
は
、
い
ず
れ
も
同
時
代
史
料
か
ら
は
確
認
で
き
な
い
。
円
満
院
は
、『
春

記
』
長
久
元
年
（1040

）
十
二
月
十
三
日
条
の
記
事
に
よ
っ
て
、
大
僧
正
明
尊
が

園
城
寺
の
住
房
を
後
朱
雀
天
皇
の
御
願
堂
と
し
、
円
満
院
と
称
し
た
こ
と
に
始
ま

る
こ
と
が
知
ら
れ
て
お
り
、
致
平
親
王
の
創
建
で
は
あ
り
え
な
い
。
酒
井
彰
子

［1995

］
は
、
致
平
親
王
の
二
男
永
円
が
平
等
院
の
創
建
に
関
わ
っ
た
可
能
性
を

指
摘
し
つ
つ
、
致
平
親
王
が
円
満
院
の
開
祖
に
仮
託
さ
れ
た
の
は
、
円
満
院
の
門

跡
譜
が
、
平
等
院
の
管
領
か
ら
独
立
し
た
の
ち
、
平
等
院
の
門
跡
譜
に
基
づ
い
て

作
成
さ
れ
た
た
め
で
は
な
い
か
と
し
て
い
る
。
ま
た
、『
平
安
時
代
史
事
典
』
の

「
明
王
院
②
」
の
項
（
竹
居
明
男
氏
執
筆
）
に
よ
れ
ば
、
園
城
寺
の
子
院
で
あ
る

明
王
院
は
、
致
平
親
王
没
後
の
承
暦
四
年
（1080
）
に
勅
命
に
よ
っ
て
法
印
増
誉

が
建
立
し
た
も
の
で
あ
り
、
致
平
親
王
が
明
王
院
に
住
ん
だ
と
す
る
所
伝
も
疑
わ

し
い
。
な
お
、『
本
朝
皇
胤
紹
運
録
』
の
み
「
天
元
三
五
十
一
出
家
」
と
し
て
い

る
が
、
こ
れ
は
「
天
元
四
」
の
誤
り
で
あ
ろ
う
。

十
一
月
二
十
九
日
、
権
大
僧
都
余
慶
、
法
性
寺
座
主
に
任
じ
ら
れ
る
。
山
門
派
、

こ
れ
に
反
発
し
て
強
訴
し
、
十
二
月
七
日
に
は
関
白
藤
原
頼
忠
邸
に
乱
入
。
余
慶

は
辞
退
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。〔
小
〈
小
記
目
録
〉
僧
〕
▼
致
平
親
王
の
師
余
慶
は
、

寺
門
派
を
代
表
す
る
高
僧
と
し
て
常
に
山
門
派
と
の
激
し
い
対
立
抗
争
の
渦
中
に

あ
り
、
翌
天
元
五
年
（982

）
一
月
に
は
、
山
門
派
の
天
台
座
主
良
源
が
余
慶
ら

の
殺
害
を
企
て
て
い
る
と
い
う
噂
が
流
れ
た
ほ
ど
で
あ
っ
た
（『
扶
桑
略
記
』
同

年
一
月
九
日
条
）。
出
家
後
ほ
ど
な
く
発
生
し
た
こ
の
騒
動
は
、
致
平
親
王
に
も

大
き
な
衝
撃
を
与
え
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
が
、
そ
れ
を
伝
え
る
文
献
は
残
さ
れ

て
い
な
い
。
な
お
永
祚
元
年
条
も
参
照
さ
れ
た
い
。

天
元
六
年
／
永
観
元
年
（983 / 4.15

改
元
）　

三
十
三
歳

一
月
二
十
七
日
、
致
平
親
王
の
年
給
に
よ
り
、
豊
原
雅
方
を
丹
波
権
掾
に
任
じ

る
。〔
大
〕

永
観
二
年
（984

）　

三
十
四
歳

こ
の
年
、
常
陸
太
守
昭
平
親
王
出
家
。
園
城
寺
に
入
り
、
の
ち
岩
蔵
の
大
雲
寺

に
移
る
。〔
本
〕

永
観
三
年
／
寛
和
元
年
（985 / 4.27

改
元
）　

三
十
五
歳

九
月
十
四
日
、
致
平
親
王
の
年
給
に
よ
り
、
源
鎮
を
丹
波
権
掾
に
、
藤
原
致
節

を
内
舎
人
に
任
じ
る
。〔
大
〕

こ
の
年
、
徽
子
女
王
（
57
）
卒
去
。〔
裏
〕

寛
和
三
年
／
永
延
元
年
（987 / 4.5

改
元
）　

三
十
七
歳

二
月
二
十
四
日
、
宣
旨
に
よ
っ
て
入
壇
、
大
僧
都
余
慶
よ
り
灌
頂
を
授
け
ら
れ

る
。〔
伝
法
〕

八
月
二
十
一
日
、
保
子
内
親
王
（
39
）
薨
去
。〔
紀
扶
〕
致
平
親
王
、
こ
れ
以

前
に
土
佐
に
下
向
。
離
京
に
先
立
ち
、
清
原
元
輔
の
桂
山
荘
で
保
子
内
親
王
と
別

れ
を
惜
し
む
。〔
元
〕
▼
【
関
連
和
歌
資
料
集
成
】
⑪
参
照
。
保
子
内
親
王
は
寛

和
二
年
（986
）
ご
ろ
摂
政
藤
原
兼
家
と
結
婚
し
た
も
の
の
、
兼
家
の
愛
の
衰
え
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を
恥
じ
て
心
痛
の
あ
ま
り
に
死
去
し
、
物
の
怪
と
な
っ
て
兼
家
に
祟
っ
た
と
い
う

（『
栄
花
物
語
』「
さ
ま
ざ
ま
の
よ
ろ
こ
び
」）。
結
婚
後
に
出
家
し
た
と
も
伝
え
ら

れ
る
（『
一
代
要
記
』）。
な
お
、
保
子
内
親
王
の
生
涯
に
つ
い
て
は
、『
源
氏
物
語
』

へ
の
投
影
を
中
心
と
す
る
論
で
は
あ
る
が
、
金
田
元
彦
［1989

←1980

］
に
詳

細
な
考
察
が
あ
る
。

永
延
三
年
／
永
祚
元
年
（989 / 8.8

改
元
）　

三
十
九
歳

九
月
二
十
九
日
、
大
僧
都
余
慶
、
天
台
座
主
に
任
じ
ら
れ
る
。
山
門
派
、
こ
れ

に
反
発
し
て
宣
命
を
破
却
し
、
宣
命
使
少
納
言
源
能
遠
を
追
い
返
す
。
余
慶
は
重

ね
て
宣
命
を
受
け
る
が
、
十
二
月
二
十
七
日
に
辞
任
。〔
紀
百
〕

永
祚
二
年
／
正
暦
元
年
（990 / 11.7

改
元
）　

四
十
歳

六
月
、
肥
後
守
清
原
元
輔
（
83
）
卒
去
。〔
三
系
〕
▼
元
輔
の
享
年
に
つ
い
て
は
、

近
年
、
徳
原
茂
実
［2006

］
が
十
年
ほ
ど
減
じ
て
七
十
三
歳
程
度
と
す
る
新
た
な

仮
説
を
提
示
し
て
い
る
が
、
通
説
に
従
う
。

正
暦
二
年
（991

）　

四
十
一
歳

閏
二
月
十
八
日
、
権
僧
正
余
慶
（
73
）
入
寂
。〔
紀
扶
〕

正
暦
五
年
（994

）　

四
十
四
歳

こ
の
こ
ろ
、
昭
平
親
王
と
と
も
に
岩
蔵
の
大
雲
寺
に
住
む
か
。〔
栄
〕
▼
『
栄

花
物
語
』
は
、
致
平
親
王
は
出
家
後
大
雲
寺
に
住
ん
で
い
た
と
考
え
て
い
た
ら
し

く
、
正
暦
五
年
（994

）
の
記
事
に
「
村
上
の
先
帝
の
九
の
宮
、
入
道
し
て
石
蔵

に
ぞ
お
は
し
ま
す
、
ま
た
兵
部
卿
宮
と
聞
え
さ
す
る
、
御
同
じ
は
ら
か
ら
に
三
の

宮
と
聞
え
さ
せ
し
、
そ
れ
も
入
道
し
て
同
じ
所
に
お
は
し
ま
す
」（「
み
は
て
ぬ
ゆ

め
」）、
ま
た
長
徳
四
年
（998

）
の
記
事
に
も
「
村
上
帝
の
三
の
宮
に
、
兵
部
卿

宮
と
聞
え
し
が
、
入
道
し
て
石
蔵
に
お
は
し
け
る
が
」（「
浦
々
の
別
」）
と
あ
り
、

園
城
寺
に
住
ん
だ
こ
と
に
は
言
及
し
て
い
な
い
。
致
平
親
王
が
大
雲
寺
に
住
ん
だ

こ
と
は
他
の
史
料
に
は
見
え
な
い
が
、
あ
る
い
は
一
時
期
園
城
寺
か
ら
大
雲
寺
に

移
っ
て
、
同
母
弟
の
昭
平
親
王
と
と
も
に
住
ん
だ
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う

か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
松
村
博
司
［1969

］
は
致
平
親
王
が
園
城
寺
か
ら
大
雲

寺
に
移
っ
た
こ
と
を
『
本
朝
皇
胤
紹
運
録
』
が
脱
し
た
の
で
は
な
い
か
と
推
定
し

て
い
る
。

正
暦
六
年
／
長
徳
元
年
（995 / 2.22

改
元
）　

四
十
五
歳

五
月
二
十
九
日
、
前
出
雲
守
藤
原
相
如
卒
去
。〔
栄
〕

長
徳
二
年
（996

）　

四
十
六
歳

九
月
四
日
、
致
平
親
王
の
年
給
に
よ
り
、
大
鹿
衆
忠
を
山
城
権
少
掾
に
任
じ
る
。

〔
大
〕

長
徳
三
年
（997

）　

四
十
七
歳

一
月
二
十
八
日
、
致
平
親
王
の
年
給
に
よ
り
、
大
原
弘
胤
を
周
防
掾
に
任
じ
る
。

〔
大
〕
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長
徳
四
年
（998

）　

四
十
八
歳

一
月
二
十
五
日
、
致
平
親
王
の
年
給
に
よ
り
、
大
日
置
栄
光
を
山
城
権
少
掾
に

任
じ
る
。〔
大
〕

長
保
二
年
（1000
）　

五
十
歳

十
二
月
二
十
三
日
、
園
城
寺
に
お
い
て
右
大
弁
藤
原
行
成
と
対
面
。〔
権
〕

長
保
三
年
（1001

）　

五
十
一
歳

二
月
四
日
、
一
男
右
近
衛
権
中
将
源
成
信
出
家
、
園
城
寺
に
入
る
。〔
権
紀
〕

二
月
十
四
日
、
右
大
弁
藤
原
行
成
・
蔵
人
弁
藤
原
朝
経
、
園
城
寺
を
訪
ね
、
致

平
親
王
・
成
信
と
対
面
。〔
権
〕

寛
弘
六
年
（1009

）　

五
十
九
歳

八
月
十
四
日
、
権
中
納
言
藤
原
行
成
、
阿
闍
梨
荘
命
を
介
し
て
、
致
平
親
王
に

中
務
卿
具
平
親
王
（
46
）
の
薨
奏
（
七
月
二
十
八
日
薨
去
）
に
つ
い
て
伝
え
る
。

〔
権
〕
▼
具
平
親
王
は
致
平
親
王
の
異
母
弟
（
第
七
皇
子
）。

長
和
二
年
（1013

）　

六
十
三
歳

六
月
二
十
八
日
、
昭
平
親
王
（
60
）、
大
雲
寺
に
お
い
て
入
寂
。〔
紀
〕

長
和
六
年
／
寛
仁
元
年
（1017 / 4.23

改
元
）　

六
十
七
歳

十
月
二
十
八
日
、
前
摂
政
藤
原
道
長
、
智
証
大
師
円
珍
の
遠
忌
（
二
十
九
日
）

の
法
華
十
講
を
修
す
る
た
め
、
園
城
寺
に
参
詣
、
致
平
親
王
と
対
面
。
大
阿
闍
梨

慶
祚
同
席
。〔
御
小
〕

寛
仁
三
年
（1019

）　

六
十
九
歳

十
二
月
二
十
二
日
、
大
阿
闍
梨
慶
祚
（
67
）
入
寂
。〔
小
扶
〕
▼
慶
祚
の
享
年

に
つ
い
て
は
、
七
十
三
歳
あ
る
い
は
六
十
五
歳
と
す
る
異
説
も
あ
る
が
、『
小
右

記
』
に
従
う
。

万
寿
二
年
（1025

）　

七
十
五
歳

五
月
十
六
日
、
関
寺
を
訪
れ
、
霊
牛
を
見
る
。〔
関
〕

万
寿
四
年
（1027

）　

七
十
七
歳

十
二
月
四
日
、
入
道
前
太
政
大
臣
藤
原
道
長
（
62
）、
権
大
納
言
藤
原
行
成

（
56
）
薨
去
。〔
小
紀
〕

長
元
四
年
（1031

）　

八
十
一
歳

九
月
二
十
二
日
、
賀
茂
斎
院
選
子
内
親
王
退
下
、
二
十
八
日
出
家
。〔
小
左
〕

致
平
親
王
、
選
子
内
親
王
と
対
面
、
歌
を
贈
る
。〔
栄
続
〕
▼
【
関
連
和
歌
資
料

集
成
】
⑭
参
照
。
選
子
内
親
王
は
致
平
親
王
の
異
母
妹
（
第
十
皇
女
）。

長
元
八
年
（1035

）　

八
十
五
歳

六
月
二
十
五
日
、
前
斎
院
選
子
内
親
王
（
72
）
の
葬
送
（
二
十
二
日
薨
去
）
に
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際
し
、
成
信
、
前
伊
賀
守
源
光
清
と
と
も
に
遺
骨
を
園
城
寺
に
持
参
、
選
子
内
親

王
御
願
の
御
堂
の
立
つ
と
こ
ろ
に
安
置
。〔
左
〕
▼
所
京
子
［1989

←1984

］
は
、

成
信
は
ず
っ
と
選
子
内
親
王
に
付
き
添
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
と
し
、
ま
た
、
選

子
内
親
王
が
園
城
寺
に
御
堂
を
造
ら
ん
と
し
た
の
は
兄
致
平
親
王
と
の
縁
に
よ
る

も
の
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
こ
の
年
、
成
信
は
五
十
七
歳
。
こ
れ
が
成
信
の
生
存

を
確
認
し
う
る
最
後
の
記
録
で
あ
り
、
以
後
の
消
息
は
不
明
。
成
信
の
生
涯
に
つ

い
て
は
、
関
口
力
［2007
←1983

］・
三
上
啓
子
［1990

］・
笹
川
博
司
［2004

］・

高
橋
由
記
［2008

］
参
照
。

長
久
二
年
（1041

）　

九
十
一
歳

二
月
二
十
三
日
、
入
寂
。〔
春
扶
〕
▼
入
寂
の
日
付
に
つ
い
て
、『
扶
桑
略
記
』

は
「
二
月
廿
日
」
と
す
る
が
、『
春
記
』
二
月
二
十
四
日
条
に
「
或
人
云
、
昨
日

入
道
致
・平
カ

親
王
入
滅
了
云
々
」
と
あ
る
の
に
従
う
。

三
月
十
六
日
、
権
中
納
言
藤
原
資
平
・
頭
中
将
藤
原
資
房
父
子
、
園
城
寺
を
訪

れ
、
前
大
僧
正
永
円
を
弔
問
。〔
春
〕

長
久
五
年
／
寛
徳
元
年
（1044 / 11.24

改
元
）

五
月
二
十
日
、
前
大
僧
正
永
円
（
65
）
入
寂
。〔
扶
僧
〕

永
承
五
年
（1050

）

二
月
二
日
、
故
致
平
親
王
の
年
給
に
よ
り
、
上
道
忠
軄
を
備
前
掾
に
任
じ
る
。

〔
魚
〕

永
承
六
年
（1051

）

一
月
二
十
七
日
、
故
致
平
親
王
の
年
給
に
よ
り
、
丹
波
頼
実
を
大
宰
権
少
監
に

任
じ
る
。〔
大
〕

天
喜
四
年
（1056

）

二
月
三
日
、
故
致
平
親
王
の
年
給
に
よ
り
、
酒
部
行
貞
を
讃
岐
掾
に
任
じ
る
。

〔
魚
〕

天
喜
五
年
（1057

）

十
一
月
四
日
、
故
致
平
親
王
の
後
家
の
申
請
に
よ
っ
て
、
致
平
親
王
の
年
給
に

よ
り
、
高
階
時
頼
を
鎮
守
府
軍
監
に
任
じ
る
。〔
魚
大
〕
▼
飯
沼
賢
司
［1992

］

に
よ
れ
ば
、
十
一
世
紀
以
降
、「
後
家
」
と
い
う
語
は
、「
後
継
者
」「
家
族
」
の

意
味
を
も
残
し
つ
つ
、
次
第
に
「
妻
」
を
指
す
よ
う
に
な
っ
て
ゆ
く
と
さ
れ
る
。

こ
こ
で
い
う
「
後
家
」
も
『
史
料
綜
覧
』
の
綱
文
の
よ
う
に
「
致
平
親
王
室
」
と

断
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
仮
に
こ
の
「
後
家
」
が
成
信
を
生
ん
だ
雅
信
女

で
あ
る
と
す
れ
ば
、
致
平
親
王
の
出
家
か
ら
七
十
六
年
を
経
て
、
百
歳
前
後
の
長

寿
を
保
っ
て
な
お
健
在
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

【
関
連
和
歌
資
料
集
成
】

Ⅰ　

誕
生
か
ら
元
服
ま
で
（
天
暦
五
年
〈951

〉
～
康
保
二
年
〈965

〉）

①
『
元
輔
集
』（
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
坊
門
局
筆
本
）

兵
部
卿
親
王
の
い
を
た
う
べ
は
べ
り
し
に



成
蹊
大
学
文
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要
　

第
四
十
九
号
（
二
〇
一
四
）

一
二

ぬ
ま
の
う
み
に
釣
り
せ
し
あ
ま
も
今
日
よ
り
ぞ
を
千
と
せ
を
ま
つ
の
江
に
渡
る
ら

ん�

（
二
七
）

▼
【
年
譜
】
天
暦
六
年
条
参
照
。
第
一
句
「
ぬ
ま
の
う
み
に
」
は
他
に
用
例
を
見

な
い
表
現
で
、
書
陵
部
蔵
御
所
本
三
十
六
人
集
は
「
ぬ
ま
の
め
に
」・
正
保
版
本

歌
仙
歌
集
は
「
あ
ま
舟
に
」
と
す
る
。
詞
書
は
歌
仙
歌
集
本
に
は
「
兵
部
卿
親
王

の
、
は
じ
め
て
い
を
ま
ゐ
り
け
る
日
」
と
あ
る
。

②
『
元
真
集
』（
西
本
願
寺
本
三
十
六
人
集
）

三
宮
に
こ
ち
ま
き
た
て
ま
つ
る
と
て

五
月
待
つ
ほ
ど
に
さ
は
み
づ
ま
さ
り
つ
つ
淀
の
真
菰
も
お
い
に
け
る
か
な

�

（
一
七
八
）

▼
詞
書
に
「
三
宮
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
見
て
、
致
平
親
王
の
元
服
・
任
官
以
前
に

贈
ら
れ
た
歌
で
あ
ろ
う
。
西
本
願
寺
本
は
「
さ
は
み
づ
」
の
「
つ
」
を
欠
い
て
お

り
、
他
本
に
よ
っ
て
補
う
。
詞
書
の
「
こ
ち
ま
き
」
は
他
に
用
例
を
見
な
い
語
で
、

冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
「
元
真
集
」（
以
下
、
冷
泉
家
本
）・
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫

蔵
資
経
本
（
以
下
、
資
経
本
）・
書
陵
部
本
三
十
六
人
集
（
以
下
、
書
陵
部
本
）

に
は
「
う
ち
ま
き
（
打
撒
の
意
か
）」
と
あ
り
、
書
陵
部
本
を
引
く
『
大
日
本
史
料
』

は
「
う
」
を
「
衍
カ
」
と
し
て
「
致
平
親
王
ニ
茅
巻
ヲ
上
ル
」
と
注
し
て
い
る
。「
ち

ま
き
（
粽
・
茅
巻
）」
は
「
真
菰
」
の
葉
で
巻
い
て
蒸
し
、「
五
月
」
五
日
の
端
午

の
節
句
に
食
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
歌
意
か
ら
見
て
も
『
大
日
本
史
料
』
の
推

定
は
妥
当
と
思
わ
れ
、
伝
俊
成
筆
本
の
詞
書
に
は
「
ち
ま
き
」
と
あ
る
。
ま
た
、

第
五
句
「
お
い
に
け
る
か
な
」
に
つ
い
て
、『
新
編
国
歌
大
観
』
は
「
お
ひ
に
け

る
か
な
（
生
ひ
に
け
る
か
な
）」
と
解
し
て
い
る
が
、「
老
い
に
け
る
か
な
」
の
可

能
性
も
あ
る
。
西
本
願
寺
本
で
は
、
こ
の
歌
の
後
に
「
こ
が
く
れ
て
五
月
待
つ
間

の
時
鳥
し
の
び
て
鳴
け
ど
声
つ
き
ぬ
べ
し
」（
一
七
九
）
と
い
う
歌
が
詞
書
な
し

で
続
い
て
い
る
が
、
冷
泉
家
本
・
資
経
本
・
書
陵
部
本
・
伝
俊
成
筆
本
で
は
一
七

八
番
歌
と
一
七
九
番
歌
と
の
間
に
「
人
に
や
る
」
と
い
う
詞
書
が
記
さ
れ
て
い
る

た
め
、
本
稿
で
は
一
七
八
番
歌
の
み
を
「
三
宮
」
に
贈
ら
れ
た
歌
と
判
断
し
て
掲

出
し
た
。
以
上
、
本
文
異
同
及
び
解
釈
に
つ
い
て
は
、
多
く
を
浅
田
徹
氏
の
ご
教

示
に
負
う
。
な
お
、
こ
の
歌
の
数
首
後
に
は
、「
三
宮
御
息
所
、
子
の
日
若
菜
を

た
て
ま
つ
る
」
と
い
う
詞
書
を
持
つ
二
首
も
あ
り
（
一
八
三
・
一
八
四
）、
こ
れ

は
元
真
が
致
平
親
王
の
母
正
妃
の
た
め
に
詠
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
こ
の
と
き
若
菜

を
贈
ら
れ
た
相
手
は
「
中
宮
」（
藤
原
安
子
）
で
あ
る
こ
と
が
、
冷
泉
家
本
・
資

経
本
・
書
陵
部
本
・
伝
俊
成
筆
本
の
詞
書
か
ら
知
ら
れ
る
。

Ⅱ　

元
服
か
ら
出
家
ま
で
（
康
保
二
年
〈965

〉
～
天
元
四
年
〈981

〉）

③
『
拾
遺
和
歌
集
』（
京
都
大
学
附
属
図
書
館
蔵
中
院
本
）

贈
皇
后
宮
の
御
産
屋
の
七
夜
に
、
兵
部
卿
致
平
の
み
こ
の
雉
の
か
た
を
つ
く

り
て
、
た
れ
と
も
な
く
て
歌
を
つ
け
て
侍
り
け
る�

清
原
元
輔

朝
ま
だ
き
桐
生
の
岡
に
立
つ
雉
は
千
世
の
日
つ
ぎ
の
始
め
な
り
け
り

�

（
賀
・
二
六
六
）

▼
【
年
譜
】
安
和
元
年
条
参
照
。『
拾
遺
抄
』
に
も
収
め
ら
れ
て
お
り
（
賀
・
一

六
六
）、
そ
の
詞
書
に
「
し
ろ
か
ね
の
雉
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
「
雉
の
か
た
」

が
銀
製
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
歌
は
現
存
の
『
元
輔
集
』
諸
本
に
は



桜
井
宏
徳
　

致
平
親
王
年
譜

─
付
　

関
連
和
歌
資
料
集
成

─

一
三

見
ら
れ
な
い
が
、
後
代
の
『
定
家
八
代
抄
』（
賀
・
六
一
二
）『
歌
枕
名
寄
』（
九

三
七
一
）
な
ど
に
も
採
ら
れ
て
い
る
。

④
『
拾
遺
和
歌
集
』（
京
都
大
学
附
属
図
書
館
蔵
中
院
本
）

同
じ
少
将
通
ひ
侍
り
け
る
所
に
、
兵
部
卿
致
平
の
み
こ
ま
か
り
て
、「
少
将

の
君
お
は
し
た
り
」
と
言
は
せ
侍
り
け
る
を
、
の
ち
に
聞
き
侍
り
て
、
か
の

み
こ
の
も
と
に
つ
か
は
し
け
る

あ
や
し
く
も
わ
が
濡
れ
衣
を
着
た
る
か
な
三
笠
の
山
を
人
に
借
ら
れ
て

�

（
雑
賀
・
一
一
九
一
）

▼
【
年
譜
】
天
禄
二
年
条
参
照
。「
同
じ
少
将
」
は
藤
原
義
孝
。『
義
孝
集
』（
冷

泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
承
空
本
）
に
は
「
衛
門
内
侍
の
も
と
に
、
こ
の
少
将
と
名
乗

り
て
、
宮
の
お
は
し
た
り
と
聞
き
て
言
ひ
や
る
」
と
い
う
詞
書
で
載
る
（
一
八
）。

片
桐
洋
一
・
三
木
麻
子
・
藤
川
晶
子
・
三
木
麻
子
［2010
］
は
、
こ
の
「
衛
門
内

侍
」（
九
州
大
学
図
書
館
蔵
本
な
ど
は
「
左
衛
門
督
の
命
婦
」
と
す
る
）
が
の
ち

の
致
平
親
王
室
（
源
雅
信
女
）
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
す
る
が
、
確
証
は
な
い
。

な
お
、
当
該
歌
は
『
実
方
集
』
に
も
「
通
ひ
侍
り
け
る
女
の
も
と
に
、
実
方
と
名

乗
り
て
、
人
の
ま
か
り
た
り
け
る
を
聞
き
て
」
と
い
う
詞
書
で
実
方
の
歌
と
し
て

収
め
ら
れ
て
い
る
が
（
二
七
七
）、
仁
尾
雅
信
［1979

］
は
実
方
が
借
用
し
た
義

孝
歌
が
『
実
方
集
』
に
混
入
し
た
の
で
は
な
い
か
と
推
定
し
て
お
り
、
以
後
の
『
義

孝
集
』『
実
方
集
』
の
注
釈
も
そ
れ
に
従
っ
て
い
る
。

⑤
『
新
古
今
和
歌
集
』（
谷
山
茂
蔵
本
）

女
の
ほ
か
へ
ま
か
る
を
聞
き
て�

兵
部
卿
致
平
親
王

思
ひ
や
る
心
も
そ
ら
に
し
ら
雲
の
出
で
立
つ
方
を
知
ら
せ
や
は
せ
ぬ

�

（
恋
五
・
一
四
一
四
）

▼
④
と
同
様
に
、
若
き
日
の
致
平
親
王
の
恋
の
一
齣
を
伝
え
る
一
首
。
な
お
、『
大

弐
高
遠
集
』
に
、
当
該
歌
と
第
一
句
・
第
二
句
を
同
じ
く
す
る
「
思
ひ
や
る
心
も

そ
ら
に
な
り
に
け
り
ひ
と
り
有
明
の
月
を
な
が
め
て
」（
二
五
七
）
と
い
う
歌
が

あ
る
が
、
こ
れ
は
『
長
恨
歌
』
の
句
題
に
よ
る
十
首
の
う
ち
の
一
首
で
あ
る
（
詞

書
「
行
宮
見
月
傷
心
色
」）。
中
川
博
夫
［2010

］
は
、
高
遠
歌
の
「
思
ひ
や
る
心

も
そ
ら
に
」
と
い
う
表
現
の
「
同
時
代
の
例
」
と
し
て
致
平
親
王
歌
を
挙
げ
て
い

る
。

⑥
『
安
法
法
師
集
』（
書
陵
部
蔵
甲
本
）

兵
部
卿
宮
に
て
、
雨
中
花
と
い
ふ
心
を

そ
ほ
つ
と
も
花
の
下
に
を
宿
は
せ
ん
に
ほ
ふ
雫
に
心
染
む
べ
く�

（
八
三
）

▼
詞
書
の
「
兵
部
卿
宮
」
に
つ
い
て
、
北
村
杏
子
［1986

］
が
「
致
平
親
王
を
さ

す
と
思
わ
れ
る
」
と
し
、
犬
養
廉
・
後
藤
祥
子
・
平
野
由
紀
子
［1994

］
も
「
致

平
親
王
か
」
と
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
小
野
美
智
子
［2000

］
は
致
平
親
王
よ

り
も
章
明
親
王
（
醍
醐
天
皇
の
皇
子
）
の
方
が
ふ
さ
わ
し
い
と
す
る
異
説
を
提
示

し
て
い
る
。
に
わ
か
に
は
決
し
が
た
い
が
、
致
平
親
王
説
に
従
う
。
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一
四

⑦
『
相
如
集
』（
内
閣
文
庫
蔵
本
）

兵
部
卿
宮
御
前
に
、
人
々
多
か
る
に
、
も
て
い
で
て
は
じ
め
よ
り
の
こ
と
を

語
り
聞
こ
え
わ
づ
ら
ふ
、「
い
と
口
ご
は
か
り
け
り
」
と
て

に
く
げ
な
る
朝
顔
よ
り
は
鏡
草
心
を
見
る
に
思
ひ
か
か
り
ぬ�

（
三
九
）

逢
ひ
が
た
き
こ
と
な
ん
思
ひ
ぬ
る
と
て
、「
今
は
す
ま
ひ
と
ら
ん
」
と
言
へ

ば
、
女

朝
顔
の
う
つ
る
ば
か
り
の
鏡
草
思
ひ
か
か
る
は
負
く
る
な
る
べ
し�

（
四
〇
）

「
何
事
に
も
勝
つ
こ
と
あ
ら
じ
」
と
は
言
へ
り
、
男

負
く
る
と
し
人
の
思
は
ば
同
じ
名
を
玉
巻
く
葛
と
な
か
を
出
で
な
ん�

（
四
一
）

八
月
に
、
兵
部
卿
宮
・
九
の
宮
、
人
々
あ
ま
た
し
て
ふ
み
つ
く
る
、「
草
む

ら
に
鳴
く
虫
声
高
け
れ
ど
、
鳴
く
雁
よ
り
は
」
と
い
ふ
題
を
、
声
は
い
と
聞

き
に
く
し
、
人
々
笑
ひ
て
、
例
の
人

草
む
ら
に
鳴
く
虫
よ
り
は
高
け
れ
ど
よ
く
も
聞
こ
え
ぬ
雁
の
ひ
と
声�

（
四
三
）

す
け
ゆ
き

わ
れ
も
ま
た
た
ま
づ
さ
か
け
ぬ
雁
な
れ
ば
病
去
る
間
の
声
に
や
あ
る
ら
ん

�
（
四
四
）

女

い
か
で
か
は
か
り
に
も
か
け
ん
た
ま
づ
さ
を
作
り
わ
づ
ら
ふ
君
と
こ
そ
聞
け

�

（
四
五
）

返
し

た
ま
し
ひ
も
な
く
な
る
ま
で
に
ひ
と
日
わ
が
言
ひ
殺
し
て
し
人
は
生
け
る
か

�

（
四
六
）

▼
【
年
譜
】
天
延
二
年
条
参
照
。『
相
如
集
』
に
見
ら
れ
る
、
相
如
と
保
子
内
親

王
（
致
平
親
王
の
同
母
姉
）
の
女
房
と
の
一
連
の
贈
答
歌
の
う
ち
、
致
平
親
王
が

居
合
わ
せ
た
場
に
お
い
て
詠
ま
れ
た
こ
と
が
確
実
な
も
の
の
み
を
掲
出
し
た
。
三

九
・
四
一
・
四
四
・
四
六
番
歌
が
相
如
の
、
四
〇
・
四
三
・
四
五
番
歌
が
女
房
の

歌
で
あ
る
。
こ
の
女
房
に
つ
い
て
、
木
船
重
昭
［1992

］
は
「
女
蔵
人
」
と
す
る

が
、
本
文
に
は
「
御
格
子
上
ぐ
る
人
」
と
あ
る
の
み
で
、
女
蔵
人
で
あ
っ
た
こ
と

を
示
す
明
証
は
な
い
。
ま
た
、
四
三
番
歌
の
詞
書
に
見
え
る
「
九
の
宮
」
は
、
致

平
親
王
の
同
母
弟
昭
平
親
王
で
あ
る
。
相
如
に
つ
い
て
は
、
福
井
迪
子

［1987

←1975

］・
北
村
杏
子
［1985

］
に
詳
し
い
。
な
お
、『
大
日
本
史
料
』
が

『
相
如
集
』
の
「
兵
部
卿
宮
」
を
広
平
親
王
と
す
る
の
は
誤
り
。

Ⅲ　

出
家
と
そ
の
波
紋
（
天
元
四
年
〈981

〉）

⑧
『
元
輔
集
』（
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
坊
門
局
筆
本
）

兵
部
卿
の
宮
、
入
道
し
は
べ
り
し
と
き
、
中
務
が
よ
み
て
は
べ
り
し

暮
る
る
間
も
恋
し
か
り
け
る
月
か
げ
を
入
る
る
山
辺
の
つ
ら
く
も
あ
る
か
な

�

（
一
三
六
）

中
務
が
よ
み
て
は
べ
り
し
、
返
し

月
か
げ
を
入
る
る
山
辺
は
つ
ら
か
ら
で
思
ひ
た
て
け
む
世
を
ぞ
恨
む
る

�

（
一
三
七
）

女
三
宮
の
も
と
に
ま
か
り
て
、
よ
み
は
べ
り
し

世
を
捨
て
て
山
へ
入
る
月
入
ら
ま
し
や
昔
の
空
の
曇
ら
ざ
り
せ
ば�

（
一
三
八
）

▼
【
年
譜
】
天
元
四
年
条
参
照
。
中
務
の
歌
は
現
存
の
『
中
務
集
』
に
は
見
え
な
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い
。「
女
三
宮
」
は
致
平
親
王
の
同
母
姉
保
子
内
親
王
。

⑨
『
斎
宮
女
御
集
』（
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
本
「
斎
宮
女
御
集
」）

兵
部
卿
宮
、
入
道
し
給
へ
り
し
に
、
伊
勢
よ
り

か
か
ら
で
も
雲
居
の
ほ
ど
を
嘆
き
し
に
見
え
ぬ
山
路
を
思
ひ
や
る
か
な

�

（
一
三
六
）

女
三
宮
の
御
草
子
書
か
せ
た
て
ま
つ
ら
せ
給
ひ
け
る
に
、
葦
手
長
歌
な
ど
書

か
せ
給
ひ
て
、
同
じ
心

み
な
人
の
そ
む
き
は
て
ぬ
る
世
の
中
に
ふ
る
の
や
し
ろ
の
身
を
い
か
に
せ
む

�

（
一
三
七
）

▼
【
年
譜
】
天
元
四
年
条
参
照
。
一
三
六
番
歌
は
「
兵
部
卿
元
良
親
王
か
し
ら
お

ろ
し
て
の
ち
、
伊
勢
よ
り
申
し
つ
か
は
し
け
る
」
の
詞
書
で
『
続
後
撰
集
』
に
入

集
し
て
い
る
が
（
雑
下
・
一
二
〇
九
）、「
元
良
親
王
」
は
「
致
平
親
王
」
の
誤
り
。

ま
た
、
一
三
七
番
歌
は
「
兵
部
卿
宮
入
道
し
て
侍
り
け
る
こ
ろ
、
母
三
宮
の
も
と

へ
」
の
詞
書
で
『
続
詞
花
集
』
に
（
雑
下
・
八
九
九
）、「
草
子
に
、
葦
手
長
歌
な

ど
書
き
て
、
奥
に
」
の
詞
書
で
『
新
古
今
集
』
に
（
雑
下
・
一
七
九
六
）、
そ
れ

ぞ
れ
入
集
し
て
い
る
。『
続
詞
花
集
』
の
詞
書
の
「
母
三
宮
」
は
保
子
内
親
王
を

指
す
も
の
で
あ
り
、「
女
三
宮
」
あ
る
い
は
「
姉
三
宮
」
が
正
し
い
。

Ⅳ　

出
家
か
ら
入
寂
ま
で
（
天
元
四
年
〈981

〉
～
長
久
二
年
〈1041

〉）

⑩
『
斎
宮
女
御
集
』（
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
本
「
斎
宮
女
御
集
」）

兵
部
卿
宮
四
君

常
盤
な
る
松
に
つ
け
て
も
と
ふ
や
と
て
い
く
た
び
春
を
過
ぐ
し
来
ぬ
ら
ん

�

（
一
五
九
）

御
返
し
、
女
御

か
く
見
す
る
折
も
や
あ
る
と
藤
の
花
待
つ
に
か
か
れ
る
心
な
り
け
り�

（
一
六
〇
）

▼
詞
書
の
「
兵
部
卿
宮
四
君
」
に
つ
い
て
、
平
安
文
学
輪
読
会
［1981

］
は
「
致

平
親
王
の
第
四
女
か
と
も
考
え
ら
れ
る
」
と
し
、
吉
野
瑞
恵
［2012

］
も
「
兵
部

卿
致
平
親
王
（
村
上
天
皇
第
三
皇
子
）
の
四
女
の
意
か
」
と
し
て
い
る
が
、
や
や

疑
問
が
残
る
。
前
述
の
よ
う
に
、
致
平
親
王
の
第
二
子
に
し
て
一
男
で
あ
る
成
信

が
誕
生
し
た
の
は
天
元
二
年
（979

）
の
こ
と
で
あ
り
、
第
一
子
は
女
子
で
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
致
平
親
王
は
成
信
の
誕
生
か
ら
二
年
後
の
天
元
四
年

（981

）
に
出
家
し
て
お
り
、
こ
の
「
四
君
」
が
致
平
親
王
の
子
で
あ
る
と
す
れ
ば
、

二
年
の
間
に
三
人
の
女
子
と
二
男
永
円
が
誕
生
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
さ
ら

に
、
徽
子
女
王
は
致
平
親
王
の
出
家
か
ら
四
年
後
の
寛
和
元
年
（985

）
に
は
死

去
し
て
お
り
、
五
歳
に
も
満
た
な
い
幼
女
が
そ
れ
ま
で
の
間
に
徽
子
女
王
と
贈
答

歌
を
交
わ
し
た
と
考
え
る
の
は
無
理
が
大
き
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
あ
る
い
は
女

房
な
ど
に
よ
る
代
作
で
も
あ
ろ
う
か
。
不
審
で
は
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
「
兵
部
卿

宮
四
君
」
を
致
平
親
王
四
女
に
比
定
す
る
従
来
の
説
に
従
っ
て
、
当
該
の
贈
答
歌

を
掲
出
し
て
お
く
。
な
お
、
西
本
願
寺
本
『
斎
宮
女
御
集
』
に
は
、「
兵
部
卿
四

の
君
」
を
作
者
と
す
る
「
紫
に
や
し
ほ
染
め
た
る
藤
の
花
池
に
は
ひ
さ
す
も
の
に

ざ
り
け
る
」
と
い
う
歌
が
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
冷
泉
家
本
や
歌
仙
歌
集
本
、『
後

拾
遺
集
』（
春
下
・
一
五
三
）
な
ど
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
は
徽
子
女
王
自
身
の
歌
で

あ
り
、「
四
の
君
」
の
歌
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
平
安
文
学
輪
読
会
［1981

］・
吉
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四
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一
六

野
瑞
恵
［2012

］
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
西
本
願
寺
本
で
は
「
兵
部
卿
四
の
君
」

の
後
に
冷
泉
家
本
の
一
五
九
・
一
六
〇
番
歌
が
脱
落
し
て
い
る
も
の
と
み
ら
れ

る
。

⑪
『
元
輔
集
』（
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
坊
門
局
筆
本
）

入
道
の
兵
部
卿
の
宮
、
土
佐
へ
下
り
は
べ
り
し
日
、
桂
と
い
ふ
と
こ
ろ
に
て
、

物
語
な
ど
し
て
、
入
道
の
宮
下
り
は
べ
り
、
女
三
宮
の
ま
か
り
帰
り
は
べ
り

し
に
、
よ
み
は
べ
り
し

か
つ
見
て
も
惑
は
れ
け
る
は
ゆ
き
か
へ
り
妹
背
の
山
の
を
ち
こ
ち
の
道

�

（
一
五
三
）

▼
【
年
譜
】
永
延
元
年
条
参
照
。
致
平
親
王
の
土
佐
下
向
に
つ
い
て
は
他
見
が
な

い
が
、
そ
の
時
期
は
出
家
し
た
天
元
四
年
（981
）
五
月
か
ら
、
保
子
内
親
王
が

死
去
す
る
永
延
元
年
（987

）
八
月
ま
で
の
六
年
間
に
絞
ら
れ
る
。

⑫
『
万
代
和
歌
集
』（
龍
門
文
庫
蔵
本
）

兵
部
卿
親
王
致
平
世
を
の
が
れ
て
園
城
寺
に
住
み
侍
り
け
る
に
、
た
づ
ね
ま

か
り
て
侍
り
け
れ
ば
、
花
の
い
と
盛
り
な
り
け
る
を
見
て

�

法
成
寺
入
道
前
摂
政
太
政
大
臣

君
が
り
と
山
路
を
わ
け
て
来
る
わ
れ
を
花
を
た
づ
ぬ
と
人
や
見
る
ら
む

�

（
雑
一
・
二
七
七
七
）

▼
致
平
親
王
と
藤
原
道
長
と
の
親
交
を
物
語
る
一
首
。
致
平
親
王
と
道
長
は
と
も

に
源
雅
信
女
を
妻
と
し
て
お
り
、
成
信
が
道
長
の
猶
子
と
な
っ
た
の
も
そ
の
縁
に

よ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
（『
権
記
』
長
保
三
年
〈1001

〉
二
月
四
日
条
）。
道

長
は
寛
仁
元
年
（1017

）
十
月
に
園
城
寺
に
参
詣
し
て
い
る
が
（【
年
譜
】
同
年

条
参
照
）、
こ
の
歌
は
明
ら
か
に
春
に
詠
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。
他
の
史
料
か
ら

は
確
認
で
き
な
い
も
の
の
、
道
長
は
某
年
の
春
、
桜
の
花
盛
り
の
こ
ろ
に
、
園
城

寺
に
致
平
親
王
を
訪
ね
た
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

⑬
『
続
後
拾
遺
和
歌
集
』（
書
陵
部
蔵
吉
田
兼
右
筆
二
十
一
代
集
）

植
ゑ
お
き
て
侍
り
け
る
松
の
年
久
し
く
な
り
け
る
を
見
て

�

兵
部
卿
致
平
親
王

色
か
へ
ぬ
千
年
の
友
と
思
ひ
し
に
松
も
か
ひ
な
く
老
い
に
け
る
か
な

�

（
雑
上
・
九
六
九
）

▼
老
境
に
入
っ
て
か
ら
の
歌
と
思
わ
れ
る
が
、
詠
作
年
時
は
不
明
。
同
じ
詞
書
で

『
万
代
和
歌
集
』
に
も
収
め
ら
れ
て
い
る
（
雑
二
・
三
〇
八
五
）。

⑭
『
栄
花
物
語
』（
梅
沢
本
）

斎
院
お
り
ゐ
さ
せ
た
ま
ひ
て
、
御
せ
う
と
の
入
道
の
兵
部
卿
宮
に
対
面
せ
さ
せ

た
ま
ひ
て
、
聞
え
さ
せ
た
ま
ひ
け
る
、

今
日
ぞ
思
ふ
君
に
あ
は
で
や
や
み
な
ま
し
八
十
余
り
の
年
な
か
り
せ
ば

�

（
三
三
九
）

い
み
じ
う
こ
よ
な
き
ほ
ど
の
年
月
な
り
か
し
。
い
と
若
く
て
院
に
な
ら
せ
た
ま

ひ
、
兵
部
卿
宮
か
た
ち
こ
と
に
な
ら
せ
た
ま
ひ
に
し
か
ば
、
い
か
で
か
は
見
た
て

ま
つ
ら
せ
た
ま
は
ん
。
御
は
ら
か
ら
に
ぞ
お
は
し
ま
し
け
る
。
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七

�

（「
殿
上
の
花
見
」）

▼
【
年
譜
】
長
元
四
年
条
参
照
。『
続
古
今
集
』
に
も
「
選
子
内
親
王
、
賀
茂
の

い
つ
き
お
り
給
ひ
て
の
ち
、
対
面
あ
り
け
る
つ
い
で
に
」
の
詞
書
で
入
集
し
て
い

る
が
（
雑
下
・
一
八
一
三
／
第
五
句
「
よ
は
ひ
な
ら
ず
は
」）、
作
者
名
「
入
道
兵

部
卿
昭
平
親
王
」
は
「
致
平
親
王
」
の
誤
り
で
あ
る
。
選
子
内
親
王
・
致
平
親
王

の
い
ず
れ
が
詠
ん
だ
歌
で
あ
る
の
か
に
つ
い
て
、
松
村
博
司
［1976

］
が
『
栄
花

物
語
』
の
記
述
を
誤
り
と
し
て
致
平
親
王
の
歌
と
す
る
の
に
対
し
、
山
中
裕
・
秋

山
虔
・
池
田
尚
隆
・
福
長
進
［1998
］
は
『
栄
花
物
語
』
の
文
脈
に
従
っ
て
選
子

内
親
王
の
歌
と
し
て
い
る
。
浅
田
徹
氏
の
ご
教
示
に
よ
れ
ば
、
こ
の
歌
は
八
十
歳

を
超
え
て
い
る
者
の
側
が
詠
み
送
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
て
、「
八
十
余
り
」
も
詠

者
自
身
の
年
齢
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
従
っ
て
『
続
古
今
集
』
の
理
解
が
正
し
い

が
、『
栄
花
物
語
』
は
選
子
内
親
王
は
高
齢
で
あ
る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て

い
た
た
め
に
、
選
子
が
み
ず
か
ら
の
年
齢
を
「
八
十
余
り
」
と
述
べ
て
い
る
と
誤

解
し
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
。

【
参
考
文
献
】

飯
沼
賢
司
［1992

］「
後
家
の
力

─
そ
の
成
立
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役
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て

─
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峰
岸
純
夫

編
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性
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考
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〉、
吉
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弘
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館
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一
九
九
二
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犬
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祥
子
・
平
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］「
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書
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磐
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内
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代
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御
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十
五
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学
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一
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光
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一
九
五
一
年
四
月
）

小
野
美
智
子
［2000
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介
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考
察

─
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学
大
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文
学
研
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科
紀
要
』
別
冊
一
七
〈
哲
学
・
史
学
編
〉、
一
九
九
一
年
一
月
）

尾
上
陽
介
［2001

］「
年
官
制
度
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本
質
」（『
史
観
』
一
四
五
、
早
稲
田
大
学
史
学
会
、
二

〇
〇
一
年
九
月
）

片
桐
洋
一
・
三
木
麻
子
・
藤
川
晶
子
・
三
木
麻
子
［2010

］『
海
人
手
子
良
集�

本
院
侍
従
集�

義
孝
集�

新
注
』〈
新
注
和
歌
文
学
叢
書
〉（
青

舎
、
二
〇
一
〇
年
）

金
田
元
彦
［1989

←1980

］「
源
氏
物
語
に
お
け
る
藤
原
兼
家
説
話
の
投
影
」（『
源
氏
物

語
私
記
』、
風
間
書
房
、
一
九
八
九
年
。
初
出
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九
八
〇
年
）

北
村
杏
子
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］「
藤
原
相
如
伝
素
描
」（『
青
山
学
院
女
子
短
期
大
学
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三
九
、
一

九
八
五
年
一
一
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北
村
杏
子
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］「
安
法
法
師
集
の
人
々
な
ど
」（『
青
山
学
院
女
子
短
期
大
学
紀
要
』
四

〇
、
一
九
八
六
年
一
一
月
）

木
船
重
昭
［1992

］『
中
務
集�

相
如
集�

注
釈
』（
大
学
堂
書
店
、
一
九
九
二
年
）

後
藤
昭
雄
［2005

←1981

←1973

］「
漢
文
学
史
上
の
親
王
」（『
平
安
朝
漢
文
学
論
考
』、

桜
楓
社
、
一
九
八
一
年
。
補
訂
版
、
勉
誠
出
版
、
二
〇
〇
五
年
。
初
出
一
九
七
三
年
）

後
藤
祥
子
［2000

←1994

］『
元
輔
集
注
釈
』〈
私
家
集
注
釈
叢
刊
〉（
貴
重
本
刊
行
会
、

一
九
九
四
年
。
第
二
版
、
二
〇
〇
〇
年
）

小
町
谷
照
彦
［1990

］『
拾
遺
和
歌
集
』〈
新
日
本
古
典
文
学
大
系
〉（
岩
波
書
店
、
一
九
九

〇
年
）

酒
井
彰
子
［1995

］「
園
城
寺
円
満
院
門
跡
の
創
設
と
相
承

─
円
満
院
門
跡
系
譜
の
検
討

を
中
心
に

─
」（『
文
化
史
学
』
五
一
、
文
化
史
学
会
、
一
九
九
五
年
一
一
月
）

笹
川
博
司
［2004

］「
源
成
信
論
」（『
京
都
女
子
大
学
宗
教
・
文
化
研
究
所
紀
要
』
一
七
、

二
〇
〇
四
年
三
月
）

関
口
力
［2007

←1983

］「
藤
原
成
房
・
源
成
信
」（『
摂
関
時
代
文
化
史
研
究
』、
思
文
閣

出
版
、
二
〇
〇
七
年
。
初
出
一
九
八
三
年
）

高
橋
由
記
［2008
］「
源
成
信
に
つ
い
て

─
『
枕
草
子
』
と
『
栄
花
物
語
』
を
中
心
に

─
」

（『
大
妻
国
文
』
三
九
、
大
妻
女
子
大
学
国
文
学
会
、
二
〇
〇
八
年
三
月
）



成
蹊
大
学
文
学
部
紀
要
　

第
四
十
九
号
（
二
〇
一
四
）

一
八

高
橋
由
記
［2010

］「
和
歌
か
ら
み
た
村
上
朝
の
後
宮
」（
倉
田
実
編
『
王
朝
人
の
婚
姻
と

信
仰
』、
森
話
社
、
二
〇
一
〇
年
）

時
野
谷
滋
［1977

］『
律
令
封
禄
制
度
史
の
研
究
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
七
年
）

徳
植
俊
之
［1985

］「
藤
原
義
孝
の
詠
作
活
動

─
義
孝
集
詠
歌
年
次
考

─
」（『
横
浜
国

大
国
語
研
究
』
三
、
横
浜
国
立
大
学
国
語
国
文
学
会
、
一
九
八
五
年
三
月
）

徳
原
茂
実
［2006
］「
清
原
元
輔
享
年
考
」（『
日
本
語
日
本
文
学
論
叢
』
一
、
武
庫
川
女
子

大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
日
本
語
日
本
文
学
専
攻
、
二
〇
〇
六
年
九
月
）

所
京
子
［1989

←1984
］「
大
斎
院
選
子
の
仏
教
信
仰
」（『
斎
王
和
歌
文
学
の
史
的
研
究
』、

国
書
刊
行
会
、
一
九
八
九
年
。
初
出
一
九
八
四
年
）

中
川
博
夫
［2010

］『
大
弐
高
遠
集
注
釈
』〈
私
家
集
注
釈
叢
刊
〉（
貴
重
本
刊
行
会
、
二
〇

一
〇
年
）

中
村
義
雄
［1962

］『
王
朝
の
風
俗
と
文
学
』〈
塙
選
書
〉（
塙
書
房
、
一
九
六
二
年
）

仁
尾
雅
信
［1979

］「
実
方
の
説
話
的
人
物
像
の
源
流
に
つ
い
て
」（『
古
代
中
世
国
文
学
』

二
、
広
島
平
安
文
学
研
究
会
、
一
九
七
九
年
九
月
）

福
井
迪
子
［1987

←1975

］「
藤
原
相
如
考
」（『
一
条
朝
文
壇
の
研
究
』、
桜
楓
社
、
一
九

八
七
年
。
初
出
一
九
七
五
年
）

藤
本
一
惠
［1989

］『
清
原
元
輔
集
全
釈
』〈
私
家
集
全
釈
叢
書
〉（
風
間
書
房
、
一
九
八
九
年
）

平
安
文
学
輪
読
会
［1981

］『
斎
宮
女
御
集
注
釈
』（
塙
書
房
、
一
九
八
一
年
）

松
村
博
司
［1969

］『
栄
花
物
語
全
注
釈
』
一
〈
日
本
古
典
評
釈
・
全
注
釈
叢
書
〉（
角
川

書
店
、
一
九
六
九
年
）

松
村
博
司
［1976

］『
栄
花
物
語
全
注
釈
』
六
〈
日
本
古
典
評
釈
・
全
注
釈
叢
書
〉（
角
川

書
店
、
一
九
七
六
年
）

三
上
啓
子
［1990

］「
源
成
信
・
藤
原
成
房
年
譜

─
公
任
集
の
基
礎
的
考
察
㈡

─
」（『
国

文
鶴
見
』
二
五
、
鶴
見
大
学
日
本
文
学
会
、
一
九
九
〇
年
一
二
月
）

山
中
裕
・
秋
山
虔
・
池
田
尚
隆
・
福
長
進
［1998

］『
栄
花
物
語
』
③
〈
新
編
日
本
古
典
文

学
全
集
〉（
小
学
館
、
一
九
九
八
年
）

吉
野
瑞
恵
［2012

］「
斎
宮
女
御
集
」（
新
藤
協
三
・
西
山
秀
人
・
吉
野
瑞
恵
・
徳
原
茂
実
『
三

十
六
歌
仙
集
㈡
』〈
和
歌
文
学
大
系
〉、
明
治
書
院
、
二
〇
一
二
年
）

付
記

　

本
稿
の
執
筆
に
際
し
て
は
、
浅
田
徹
氏
（
お
茶
の
水
女
子
大
学
）・
末
松
剛
氏
（
京
都
造

形
芸
術
大
学
）
よ
り
懇
切
な
ご
教
示
を
賜
り
、
千
野
裕
子
氏
（
学
習
院
大
学
大
学
院
）・
お

茶
の
水
女
子
大
学
附
属
図
書
館
・
同
大
学
文
教
育
学
部
人
文
科
学
科
比
較
歴
史
学
コ
ー
ス
・

成
蹊
大
学
図
書
館
に
は
資
料
の
閲
覧
に
当
た
っ
て
便
宜
を
お
図
り
い
た
だ
い
た
。
記
し
て

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
。


